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●酸度計がなくても、生えている雑草の種類で土
の酸度（pH）を見分けることができる。栽培
する植物が好きな酸度で育てるとよい
●コンパニオンプランツ（そばで栽培し、互いに
成長に好影響を与え、共栄する植物）など、セ
ンター内で農薬を使わない畑作りに挑戦中
●寄せ植えをする際は、ポットのまま寄せ植えの
鉢に配置してイメージするとよい
●園芸用土づくりの基本は、
　赤玉土：腐葉土＝３：１

●�南蒲生地区は、防風林や燃料として生活に根づ
いてきた居久根（屋敷林の呼称）の多くが津波で
流出したため、居久根を大切に思うさまざまな
担い手が参加し、見守り育てていける仕組みを
考えながら、植樹などの取り組みを進めてきた
●�子どもと一緒に植樹
するなど、情景を思
い出しながらみんな
で花や樹を見守り、
育てていくとよい

●クリーンツーリズム
　（親子向け環境教育）
●島ターン（島暮らしの体験事業）
●島の風景の保存・継承
●とびしまコンシェルジュ
　（島の歴史や文化を住民
 　目線でガイド）

●椿の会での椿油づくりは、引き続き行う
●出島の素敵な場所に、みんなで行ってみる
　（�島の散策路づくり→花見や山菜取り、磯採り、
道づくりなどへ）

●島の外の人を呼ぶ企画をやってみる
●�工芸品・産物を作って、町のイベントで出店する
●小さなお休み処を作ってみる

とびしまコンシェルジュ
小川ひかりさん
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の取り組み紹介

ゴヘ!!島活で優先して取り組むべき活動

　1月に引き続いて山形県飛島から小川ひかり
さんに訪問いただき、出島の活動に参考になる
よう飛島の取り組みについての講演会を開催し
ました。
　「活動の基礎となる、島の好きな物・大切な事
を守り、生かすことがとても大切」という小川さ
んのアドバイスのもと、意見を出し合って今後
に向けての組織体制と行動計画を決定しました。

町外の緑の取り組みを知るために仙台市内の２拠点を訪れて、現地見学を行いました。

土づくりや野菜・ハーブについて学びました。
≪仙台市農業園芸センター≫

緑の取り組みを視察してきました！

「ゴヘ!!島活」も本格実践へ！

【３月18日開催　11名参加】

※ゴヘはGo Ahead、前進の意味 【３月16日開催】

≪みなさんの好きなモノ≫
島の風景・景色、星空・朝日・夕
日、磯採り・山菜採り、ものづく
り、食べること・集まること、畑
仕事・花いじりなど
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◆問合せ先　女川町まちづくり推進協議会事務局（役場復興推進課復興調整係）
　　　� ☎54-3131内線291　メールアドレス：fukko7@town.onagawa.miyagi.jp
　　　　○まち活フェイスブック　 まち活＠おながわ 　で検索

「新しい町で、私もなにか始めてみたい！」という方、気軽にご相談ください！
まち活チームが、計画づくりからお試し実践までをサポートします。

下記の問合せ先までご連絡をお待ちしています。

　平成28年度の住民参加によるまちづくりの総括・報告の場として、公
開形式によるまちづくり推進協議会を開催しました。当日は、協議会委
員である町の主要団体代表者と有識者、町職員、多数の町民が参加し、
報告と意見交換を行いました。まちづくりデザイン会議からは、まちづ
くりワーキンググループ（H24-25）、公園づくりワークショップ（H27）な
どで町民みなさんからいただいたさまざまなアイデアを反映した、清水
公園、観光交流エリアの整備計画について報告がありました。

●みなさんの関わり方次第で公園は変わります　
⇒公園が変われば町の価値も変わります！

●�やる気と知恵で、欲しい公園は自分たちで作りま
しょう

●�住民や企業の手で作られている公園は、全国にた
くさんあります� 　　事例はコチラ⇒⇒

　“まち活”では、平成28年度に約50の団体・人からヒ
アリングをして、町民のみなさんの「何かしたい！」とい
う気持ちを聞いてきました。そして、そのヒアリングか
ら生まれた下記の３事業をみなさんと一緒に進めてきま
した。今年度は、これらの事業を持続可能なものに発展
させるともに、みなさんからの持ち込み企画の実現を進
めていきます。

●地元の意識が共有できること
●女性をより巻き込んでは？ 50代もまだまだ元気
●再建がこれからの方もいる。一生懸命な声掛けが必要

活動を多くの人に広めるた
めに必要なこととは？

まちづくり推進協議会「公開会議」を開催しました

≪まちづくりデザイン会議委員による講話≫
公共スペースを
やる気と知恵で使いこなそう！

≪平成28年度の“まち活”事業の報告≫
ヒアリングから、3つの事業をみなさんと進めてきました！

【３月21日開催　場所：女川町まちなか交流館】
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＼ 意見交換 ／

＼ 参加者の発表 ／

木村繁子さん
●�専門家に木の植え
方や育て方を教えてもらい、ます
ますガーデニングが楽しくなった

●�女川の復興を楽しむ、希望の持て
るものにしていきたい

緑のまち活

須田菊男さん
●�出島を美しく整備
していく仕組みづくりを進めたい

●�出島のなでしこの会が行う、椿の
下草刈りをして椿の油をとる活動
を参考にしていきたい

ゴヘ!!島活

堂賀光枝さん
●�参加者はきれいに
大変身し、本当に笑顔で、喜びを
一緒に分かち合うことができた

●�次回は同企画第2弾か、浜で漁師さ
んの写真を撮りたい

メモリアル・フォト

宇野 健一氏
（清水公園検討部会長）

①アグリパーク伊勢原
市所有の市民農園を維持
管理運営。多彩な自主事
業を実施して人気
HP  http://agripark.jp

②ローザンベリー多和田
採掘場跡地だった場所が、
一人の女性の思いにより
体験型観光農園に変身
HP  http://www.rb-
tawada.com

③昭和の森フォレストビレッジ
キャンプ場や多目的広場、
ユースホステルといった
稼ぐ公園に変身
HP  http://forestvillage.jp


